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日新火災ＯＧの集い  平成 26年 2月 25日  於 露庵うめ治 

＜幾つになっても雛祭り？＞ 

参加された 

（後列）左から鈴木恵美子、若生千賀子 

山田京子 （前列）左から桑野麻紀子 

千葉信子、長谷川操   の皆さん 

 

 

本日の集いは、昨年に引き続き 2 回目の開催となりました。会合や情報（支部

便り）等を通して、会員が情報交換を行うことで、会員の日常生活に少しでも

潤いが生じればと、その一つの会合として女性会員に向けて企画された集いで

す。今回は６名のＯＧの方が参加しました。女性陣の歓談の中に幹事達も引き

込まれて「女子会」の話の輪に入ることで、交流をはかることができました。

高齢期を迎える私達（男女）の考え方や過し方にも及ぶような話題もありまし

た。女性会員（ＯＧ含め）との交流をより深めていくことは、みつわ会にとっ

て、有意義かつ重要なことではないかと思われるような集いでした。 

 

幹事会報告 

＜26 年 1 月 9 日＞（１）1 月 23 日新年会（定例会）2 月 25 日新ＯＧの集い等

3月末までの行事関連について確認。（２）2月～3月までの日程を決めた。 

＜26年 2 月 6日＞（１）当年度の活動状況（行事関係、慶弔関係等）、会員数 

等の集約・確認。（２）当年度の会計収支（26年 1月末状況）より、年度末収支

見込（繰越金約 57,000 円を取崩す）内容を検討。（３）次年度（26年）の慶事

対象者、85 歳以上会員の会費免除対象者、新規入会見込者、幹事会役員等の人

的関連につき確認。（４）上記（１）～（３）の討議を踏まえ、支部規約（第 4

条会費）の現行規定年会費 2,000 円を 3,000 円に改定することにつき審議し、

改定することを決議した。（５）26 年度総会開催日を 5 月 21 日（水）と定め、

会場捜しを開始する。（前年の会場は費用の掛かり大きいので別会場を物色する。 

）（６）5 月 21 日総会開催日に向け、当日までの日程（3 月～5 月）を決めた。 

3月～5月（確定済み）行事 

支部 3月 11日（水） 幹事会 支部 5月 21日（水） 年次総会 

3月 27日（木） 定例会（納会）    

4月 9日（水） 幹事会 みち 

のく 

3月 08日（金） 麻雀大会 

5月 14日（水） 幹事会 3月 29日（金） 音楽同好会 

3/27 定例会（しゃぶ禅）の出欠連絡は 3/20までに、佐藤賢一さんに行ってください。 
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26年度も、支部運営規約の一部改定を行います。 

２５年度は、第４条（会費）の規定を「４月１日現在、満８５歳以上の会員に

ついては年会費を免除する。」と改定して、会費免除対象者の明確化と拡大化を 

図りました。２５年度支部会計の１月末状況では、年度末には約 57,000 円、 

繰越金を取崩すことになり、年度収入額に対しての支出超過が見込まれます。 

２５年度の決算内容はある程度、必然的かつ恒常的なものです。そこで、「現行

支部規約を維持して、発展的に会の運営・活動を継続する。」ということを前提

に、次年度以降５年間の会計収支の見通しについて以下分析・予測しました。 

2013  2014 2015 40周年 2017 2018 ５年後 

25年度  26年度 27年度 28年度 29年度 30年度  

６名 85歳 ７名 ９名 10名 13名 16名 10名増 

４名 入会者   ★ ★ ★ 3名？ 

３名 傘寿 ５名 0名 ２名 １名 ６名 14万円 

注 入会者は東北に居住して、６５歳で退職するであろう人の予定者。 

分析の結果、収入に関しては、会費徴収対象会員が減少化（８５歳以上の会員

の増加に対して、毎年の退職入会者の減少化）するなかで、支出に関しては、

慶事（傘寿）祝い金（毎年約 3名）、28年度支部 40周年記念行事のための繰越

金の拡充などの必要資金が生じます。また、今後の運営・活動を進めるうえで、 

このままの収支関係続けていくと、会の繰越金が枯渇し会の運営に支障が生じ

るのではとの分析・予測結果を得ました。 

先の幹事会に於いて、この結論を踏まえ、審議の結果、「26年度より、年会費は

現行２，０００円を３，０００円に引き上げる。」ということで決議いたしまし

た。来る５月支部総会にて、幹事会議決事項の追認を諮りますが、本件につい

ては会員の皆様には予め、ご同意を願う次第です。 

                  

＜大矢さんの絵＞ 

 

ドイツ、ライン川流域の非常に人気の高 

い観光地「リューデスハイム」の町です 

。丘の上からブドウ畑を降りてきて、そ 

の途中から眺めたものです。 

中流地域は世界遺産であり、１時間４０ 

分のクルーズでは両河畔から丘の上まで 

、数々の古城が見られます。 


